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ポートおよびインターフェイスモニタリングのセット

アップ
デバイスポートをモニタするには、ポートグループを作成し、モニタリング情報を Prime
Infrastructureのダッシュボードに表示します。ポートグループとはインターフェイスの論理グ
ループであり、提供される機能によってデバイスポートをモニタできます。たとえば、WAN
ポート用のポートグループを作成し、同じルータ上の内部分散ポート用に別のポートグルー

プを作成できます。

グループを作成したら、次のステップの説明に従って、それらのポートのインターフェイスヘ

ルスモニタリングポリシーを作成できます。

ステップ 1 [モニタ（Monitor）] > [モニタリングツール（Monitoring Tools）] > [モニタリングポリシー
（MonitoringPolicies）]の順に選択します。

ステップ 2 [マイポリシー（My Policies）]をクリックします。

ステップ 3 次のいずれかをクリックします。 Add.

ステップ 4 [ポリシータイプ（Policy Types）]で、[インターネットヘルス（Interface Health）]を選択します。

ステップ 5 [デバイスの選択（Device Selection）]ドロップダウンリストから、[ポートグループ（Port Groups）]を
選択します。

ステップ 6 [ユーザ定義（User Defined）] グループを選択し、[OK]をクリックします。
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ステップ 7 ポリシー名を入力します。

ステップ 8 必要なパラメータとしきい値を選択し、必須フィールドに入力します。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

ステップ 10 [保存してアクティブにする（Save and Activate）]をクリックします。

ステップ 11 結果を表示するには、[ダッシュボード（Dashboard）] > [概要（Overview）] > [ネットワークインター
フェイス（Network Interface）]Interfaceを選択し、[上位N件のインターフェイス使用率（TopN Interface
Utilization）]ダッシュレットを表示します。

ステップ 12 [上位 N件のインターフェイス使用率（Top N Interface Utilization）]ダッシュレットを編集し、以前に作
成したポートグループを追加します。

WANインターフェイスモニタリングのセットアップ
WANインターフェイスポートグループを作成すると、特定のポートグループ内のあらゆる
WANインターフェイスを効率的にモニタできます。たとえば、多数の小規模ブランチオフィ
スで低帯域幅の問題が生じている場合は、各ブランチオフィスからのWANインターフェイス
をすべて含むポートグループを作成し、問題についてこのポートグループをモニタします。

Prime Infrastructureには、デフォルトとして、スタティックWANインターフェイスポートグ
ループが用意されており、このグループにはヘルスモニタリングが自動的に展開されます。下

記の手順は、次の作業の実行方法を示しています。

1. WANインターフェイスポートグループにインターフェイスを追加する。
2. [サイト（Site）]ダッシュボードからWANインターフェイスの使用率と可用性を確認す
る。

ステップ 1 WANインターフェイスポートグループにインターフェイスを追加するには：

a) [インベントリ（Inventory）] > [グループ管理（GroupManagement）] > [ポートグループ（Port Groups）]
を選択します。

b) 左側のメニューから、[システム定義（SystemDefined）]> [WANインターフェイス（WANInterface）]
を選択します。

c) デバイスを選択し、[グループに追加（Add to Group）]をクリックします。

ステップ 2 結果を表示するには：

a) [ダッシュボード（Dashboard）] > [概要（Overview）] > [ダッシュレットを追加（Add Dashlets）]を
選択します。

b) 次のいずれかをクリックします。

• [使用率が上位NのWANインターフェイス（Top N WAN Interfaces by Utilization）]
• [問題数が上位NのWANインターフェイス（Top N WAN Interfaces with Issues）]
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CiscoISEを使用した拡張ワイヤレスクライアントモニタ
リングのセットアップ

Prime Infrastructureは、ネットワーク上の有線クライアントとワイヤレスクライアントの両方
を管理します。Cisco ISEをRADIUSサーバとしてクライアントの認証に使用する場合、 Prime
InfrastructureはCisco ISEからクライアントについての追加情報を収集し、クライアント関連の
情報すべてを Prime Infrastructureに提供して、単一のコンソールで表示可能にします。

ネットワーク内でポスチャプロファイリングが実施されている場合、 Prime Infrastructureは
Cisco ISEと通信してクライアントのポスチャデータを取得し、クライアントの他の属性とと
もに表示します。Cisco ISEを使用してネットワーク内のクライアントやエンドポイントのプ
ロファイリングを行う場合、 Prime Infrastructureはプロファイルされたデータを収集して、ク
ライアントの種類（iPhone、iPad、Androidデバイス、その他のデバイス）を識別します。

Cisco ISEサーバを使用して、管理対象クライアントに関する拡張情報を取得できます。

（エンドポイント情報にアクセスするために） Prime Infrastructureが ISEサーバと統合されて
いる場合は、以下の操作を実行できます。

•エンドユーザのネットワークセッションステータスの確認。
• [ユーザ 360 °ビュー（User 360° View）]を使用すると、ネットワークアクセスに対するエ
ンドユーザの認証や許可について可能性がある問題を特定できます。

•ユーザアプリケーションとサイトの帯域使用率に関するトラブルシューティング。

Prime Infrastructureは、認証されたエンドポイントに対してのみ ISEプロファイリング属性を
表示します。

Ciscoアイデンティティサービスエンジンの追加
Prime Infrastructureには最大 2つの ISEを追加できます。ISEを 2つ追加する場合、1つをプラ
イマリに、もう1つをスタンバイにする必要があります。スタンドアロンノードを追加する場
合は、1つのスタンドアロンノードのみを追加できます。2つ目のノードは追加できません。

アイデンティティサービスエンジンを追加するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 [管理（Administration）] > [サーバ（Servers）] > ISE[ISEサーバ（ISE Servers)]の順に選択します。

ステップ 2 [コマンドの選択（Select a command）]ドロップダウンリストから、[ISEサーバの追加（Add ISE Server）]
を選択し、[移動（Go）]をクリックします。

ステップ 3 必須フィールドに入力して、[保存（Save）]をクリックします。

クレデンシャルは ISEに対してローカルなスーパーユーザクレデンシャルでなければなりません。それ以
外の場合、ISEの統合は機能しません。
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パフォーマンスのモニタリングを目的とした NAMおよ
び NetFlowデータ収集のセットアップ

Prime Infrastructureの実装に保証ライセンスが含まれている場合は、NAMおよび NetFlowの設
定を介してデータ収集を有効にする必要があります。これは、保証によって提供される追加の

ダッシュレット、レポート、その他の機能を取り込むために必要です。

NAMデータ収集の有効化
ネットワーク解析モジュール（NAM）からデータを収集できるようにするには、NAMデータ
収集を有効にする必要があります。これは、検出されたまたは追加した各 NAMに実行する
か、またはすべての NAMに同時に実行することで行えます。

始める前に

各 NAMの HTTP/HTTPSクレデンシャルを指定する必要があります。「NAM HTTP/HTTPSク
レデンシャルの追加」を参照してください。

ステップ 1 [サービス（Services）] > [アプリケーションの可視性と制御（Application Visibility & Control）]>[データ
ソース（Data Sources）]の順に選択します。

ステップ 2 [NAMデータ収集（NAM Data Collector）]セクションで、データ収集を有効にするのに必要な NAMデー
タソースを選択します。

ステップ 3 [有効（Enable）]をクリックします。

NAMポーリングを有効にした後、[アプリケーション（Application）]ダッシュボードから [上位
Nのアプリケーション（Top N Application）] ダッシュレットの NAMデータを確認できます。

NAMデータの収集を無効にするには、必要な（有効になっている）NAMまたはNAMデータソー
スを [NAMデータコレクタ（NAM Data Collector）]セクションから選択し、[無効化（Disable）]
をクリックします。

（注）

NAMポーリングパラメータの定義
NAMから収集するデータを指定できます。

ステップ 1 [モニタ（Monitor）] > [モニタリングポリシー（Monitoring Policies）]の順に選択します。

ステップ 2 [追加（Add）]をクリックし、左側のサイドバーのメニューから [ポリシータイプ（Policy Types）]リスト
の NAMHealthを選択します。
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ステップ 3 データを収集する NAMデバイスを選択し、必要なフィールドに入力します。

ステップ 4 [パラメータとしきい値（Parameters and Thresholds）]で、NAMデバイスからポーリングするパラメータと
しきい値条件を指定します。

ステップ 5 [保存してアクティブにする（Save and Activate）]をクリックします。

NetFlowデータ収集の有効化
NetFlowと Flexible NetFlowデータの収集を開始するには、 Prime Infrastructureにデータをエク
スポートするように NetFlow対応のスイッチ、ルータ、その他のデバイス（ISR/ASR）を設定
する必要があります。次の表は、NetFlow対応の各種デバイス、およびNetFlowデータを Prime
Infrastructureにエクスポートするためのデバイスの設定方法を示しています。

次の表に、NetFlowサポートの概要の詳細情報を示します。

表 1 : NetFlowサポートの概要

テンプレートの命名規則Prime InfrastructureでのNetFlow
設定

サポートされる

NetFlowエクス
ポートタイプ

NetFlowをサポート
している IOSバー
ジョン

デバイスタイ

プ

Netflow-Traffic-Conv-

Netflow-App-Traffic-

Netflow-Traffic-Voice-Video-

Netflow-URL-

Netflow-Aggregated-Traffic-Stats-

選択項目 [サービス
（Services）] > [アプリケー
ションの可視性と制御

（Application Visibility &
Control）] > [インターフェイ
スの設定（Interfaces
Configuration）]の順に選択

形式：V9および IPFIX

TCP/UDPカンバ
セーショントラ

フィック

アプリケーション

応答時間（ART）

音声とビデオ

HTTP URL可視性

アプリケーション

トラフィック統計

IOS XE 3.11～
15.4(1) S以降

Easy PerfMonベース
の構成（EzPM）

Cisco ASR

Netflow-Traffic-Host-

Netflow-App-Traffic-

Netflow-Voice-Video-

Netflow-URL-

Netflow-AVC-Troubleshooting-

選択項目 [サービス
（Services）] > [アプリケー
ションの可視性と制御

（Application Visibility &
Control）] > [インターフェイ
スの設定（Interfaces
Configuration）]の順に選択

形式：V9および IPFIX

TCP/UDPカンバ
セーショントラ

フィック

アプリケーション

応答時間（ART）

音声とビデオ

HTTP URL可視性

AVCトラブル
シューティング

IOS XE 3.9、3.10
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テンプレートの命名規則Prime InfrastructureでのNetFlow
設定

サポートされる

NetFlowエクス
ポートタイプ

NetFlowをサポート
している IOSバー
ジョン

デバイスタイ

プ

Netflow-Traffic-Conv-

Netflow-Voice-Video-
TCP/UDP：選択 [構成
（Configuration）] > [テンプ
レート（Templates）] > [機能
およびテクノロジー（Features
& Technologies）] > [CLIテン
プレート（CLI Templates）] >
[システムテンプレート - CLI
（System Templates - CLI）] >
[システムテンプレート - CLI
（System Templates - CLI）] >
[トラフィック統計の収集
（Collecting Traffic Statistics）]
の順に選択

音声ビデオ：Medianet Perfmon
CLIテンプレートを使用。[構
成（Configuration）] > [テンプ
レート（Templates）] > [機能
およびテクノロジー（Features
&Technologies）] > [CLIテンプ
レート（CLI Templates）] >
[システムテンプレート - CLI
（System Templates - CLI）] >
[システムテンプレート - CLI
（System Templates - CLI）]>
[Medianet – PerfMon]の順に選
択

形式：V9

TCP/UDPカンバ
セーショントラ

フィック

音声とビデオ

15.1(3)TCisco ISR

Netflow-Traffic-Conv-

Netflow-App-Traffic-

Netflow-Traffic-Voice-Video-

Netflow-URL-

Netflow-Aggregated-Traffic-Stats-

選択項目 [サービス
（Services）] > [アプリケー
ションの可視性と制御

（Application Visibility &
Control）] > [インターフェイ
スの設定（Interfaces
Configuration）]の順に選択

形式：V9および IPFIX

TCP/UDPカンバ
セーショントラ

フィック

アプリケーション

応答時間（ART）

音声とビデオ

HTTP URL可視性

アプリケーション

トラフィック統計

IOS XE 3.11～
15.4(1) S以降

Easy PerfMonベース
の構成（EzPM）

IOS XE 3.9、3.10
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テンプレートの命名規則Prime InfrastructureでのNetFlow
設定

サポートされる

NetFlowエクス
ポートタイプ

NetFlowをサポート
している IOSバー
ジョン

デバイスタイ

プ

Netflow-Traffic-Host-

Netflow-App-Traffic-

Netflow-Voice-Video-

Netflow-URL-

Netflow-AVC-Troubleshooting-

選択項目 [サービス
（Services）] > [アプリケー
ションの可視性と制御

（Application Visibility &
Control）] > [インターフェイ
スの設定（Interfaces
Configuration）]の順に選択

形式：V9および IPFIX

TCP/UDPカンバ
セーショントラ

フィック

アプリケーション

応答時間（ART）

音声とビデオ

HTTP URL可視性

AVCトラブル
シューティング
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テンプレートの命名規則Prime InfrastructureでのNetFlow
設定

サポートされる

NetFlowエクス
ポートタイプ

NetFlowをサポート
している IOSバー
ジョン

デバイスタイ

プ

Netflow-Traffic-Conv-

Netflow-App-Traffic-

Netflow-Voice-Video-

TCP/UDP、ART：MACE CLI
テンプレートを作成。「IRSデ
バイスでのNetFlorの設定」を
参照してください。

音声ビデオ：Medianet Perfmon
CLIテンプレートを使用。選択
項目 [構成（Configuration）]
> [テンプレート（Templates）]
> [機能およびテクノロジー
（Features & Technologies）] >
[CLIテンプレート（CLI
Templates）] > [システムテン
プレート - CLI（System
Templates - CLI）] > [Medianet
– PerfMon]の順に選択

形式：V9

TCP/UDPカンバ
セーショントラ

フィック

アプリケーション

応答時間（ART）

音声とビデオ

15.1(4) Mおよび
15.2(1) T

Cisco ISR G2

Netflow-Traffic-Conv-

Netflow-App-Traffic-

Netflow-Voice-Video-

次のどちらかを選択します。

[サービス（Services）] > [アプ
リケーションの可視性と制御

（Application Visibility &
Control）] > [インターフェイ
スの設定（Interfaces
Configuration）]の順に選択

形式：V9および IPFIX

TCP/UDPカンバ
セーショントラ

フィック

アプリケーション

応答時間（ART）

音声とビデオ

15.2(4) Mおよび
15.3(1) T

Netflow-Traffic-Conv-

Netflow-App-Traffic-

Netflow-Traffic-Voice-Video-

Netflow-App-Traffic-URL-

選択項目 [サービス
（Services）] > [アプリケー
ションの可視性と制御

（Application Visibility &
Control）] > [インターフェイ
スの設定（Interfaces
Configuration）]の順に選択

形式：V9および IPFIX

TCP/UDPカンバ
セーショントラ

フィック

アプリケーション

応答時間（ART）

音声とビデオ

HTTP URL可視性

15.4(1)T以降

Easy PerfMonベース
の構成（EzPM）

Netflow-Traffic-Conv-カスタム CLIテンプレートを
作成。「Catalyst 2000スイッチ
におけるNetFlowエクスポート
の設定」を参照してください。

形式：V5、V9

TCP/UDPカンバ
セーショントラ

フィック

15.0(2) UCP以降Cisco Catalyst
2000

ネットワークモニタリングのセットアップ
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テンプレートの命名規則Prime InfrastructureでのNetFlow
設定

サポートされる

NetFlowエクス
ポートタイプ

NetFlowをサポート
している IOSバー
ジョン

デバイスタイ

プ

Netflow-Traffic-Conv-カスタム CLIテンプレートを
作成。「Catalyst 3000、4000、
6000スイッチファミリにおけ
るNetFlowの設定」を参照して
ください。

形式：V9

TCP/UDPカンバ
セーショントラ

フィック

15.0(1)SE

IPベースまたは IP
サービスフィー

チャセット、およ

びネットワーク

サービスモジュー

ルを装備。

Cisco Catalyst
3750-X、
3560-X

Netflow-Traffic-Conv-

Netflow-Voice-Video-
TCP/UDP：カスタム CLIテン
プレートを作成。Catalyst
3000、4000、6000スイッチ
ファミリにおけるNetFlowの設
定。

音声ビデオ：Medianet Perfmon
CLIテンプレートを使用。選択
項目 [構成（Configuration）]
> [テンプレート（Templates）]
> [機能およびテクノロジー
（Features & Technologies）] >
[CLIテンプレート（CLI
Templates）] > [システムテン
プレート - CLI（System
Templates - CLI）] > [Medianet
– PerfMon]の順に選択

形式：V9

TCP/UDPカンバ
セーショントラ

フィック

音声とビデオ

15.0(1)EX以降Cisco Catalyst
3850（有線）

Netflow-Traffic-Conv-「Flexible NetFlowの設定」を
参照してください。

形式：V9

TCP/UDPカンバ
セーショントラ

フィック

Cisco IOSXERelease
3SE（Edison）

Cisco Catalyst
3850（ワイヤ
レス）

Netflow-Traffic-Conv-「アプリケーションの可視性

および Flexible NetFlow」を参
照してください。

形式：V9

TCP/UDPカンバ
セーショントラ

フィック

Katana

5760

Cisco CT5760
コントローラ

（ワイヤレ

ス）

ネットワークモニタリングのセットアップ
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テンプレートの命名規則Prime InfrastructureでのNetFlow
設定

サポートされる

NetFlowエクス
ポートタイプ

NetFlowをサポート
している IOSバー
ジョン

デバイスタイ

プ

Netflow-Traffic-Conv-

Netflow-Voice-Video-
TCP/UDP：カスタム CLIテン
プレートを作成。「Catalyst
3000、4000、6000スイッチ
ファミリにおけるNetFlowの設
定」を参照してください。

音声ビデオ：Medianet Perfmon
CLIテンプレートを使用。選択
項目 [構成（Configuration）]
> [テンプレート（Templates）]
> [機能およびテクノロジー
（Features & Technologies）] >
[CLIテンプレート（CLI
Templates）] > [システムテン
プレート - CLI（System
Templates - CLI）] > [Medianet
– PerfMon]の順に選択

形式：V9

TCP/UDPカンバ
セーショントラ

フィック

音声とビデオ

15.0(1)XOおよび
15.0(2)SG以降

Cisco Catalyst
4500

Netflow-Traffic-Conv-

Netflow-Voice-Video-
TCP/UDP：カスタム CLIテン
プレートを作成。「Catalyst
3000、4000、6000スイッチ
ファミリにおけるNetFlowの設
定」を参照してください。

音声ビデオ：Medianet Perfmon
CLIテンプレートを使用。選択
項目 [構成（Configuration）]
> [テンプレート（Templates）]
> [機能およびテクノロジー
（Features & Technologies）] >
[CLIテンプレート（CLI
Templates）] > [システムテン
プレート - CLI（System
Templates - CLI）] > [Medianet
– PerfMon]の順に選択

形式：V9

TCP/UDPカンバ
セーショントラ

フィック

音声とビデオ

15.1(1)SY以降Cisco Catalyst
6500
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Catalyst 2000スイッチにおける NetFlowエクスポートの設定

手動で Catalyst 2000デバイスに NetFlowエクスポートを設定するには、次の手順に従って、
ユーザ定義の CLIテンプレートを作成します。

ステップ 1 [構成（Configuration）] > [テンプレート（Templates）] > [機能およびテクノロジー（Features &
Technologies）] > [CLIテンプレート（CLI Templates）] > [CLI]の順に選択します。

ステップ 2 情報アイコンの上にマウスカーソルを合わせ、[新規（New）]をクリックして新しい CLIテンプレートを
作成します。

ステップ 3 新しい CLIテンプレートの名前を入力します（例：Prime_NF_CFG_CAT2K）。

ステップ 4 [デバイスタイプ（DeviceType）]リストから、[スイッチおよびハブ（Switches andHubs）]を選択します。

ステップ 5 [テンプレート詳細（Template Detail）] > [CLIコンテンツ（CLI Content）]テキストボックスに以下のコマ
ンドを入力し、各自のネットワークの必要に応じてそれらを変更します（これらのコマンドは一例にすぎ

ません）。

flow record PrimeNFRec

match ipv4 protocol

match ipv4 source address

match ipv4 destination address

match transport source-port

match transport destination-port

collect counter bytes long

collect counter packets long

!

!

flow exporter PrimeNFExp

destination 172.18.54.93

transport udp 9991

option exporter-stats timeout 20

!

!
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flow monitor PrimeNFMon

record PrimeNFRec

exporter PrimeNFExp

interface GigabitEthernet3/0/1

ip flow monitor PrimeNFMon input

ステップ 6 [新しいテンプレートとして保存（SaveasNewTemplate）]をクリックします。テンプレートを保存した後、
デバイスに展開します。「Prime Infrastructureを使用して設定テンプレートを作成する方法」を参照してく
ださい。

Catalyst 3000、4000、6000スイッチファミリにおける NetFlowの設定

Catalyst 3000/4000/6000デバイスに手動でNetFlowを設定して TCPおよびUDPトラフィックを
エクスポートするには、次の手順に従って、ユーザ定義の CLIテンプレートを作成します。

ステップ 1 [構成（Configuration）]>[テンプレート（Templates）] > [機能およびテクノロジー（Features &
Technologies）] > [CLIテンプレート（CLI Templates）] > [CLI]の順に選択します。

ステップ 2 情報アイコンの上にマウスカーソルを合わせ、[新規（New）]をクリックして新しい CLIテンプレートを
作成します。

ステップ 3 新しい CLIテンプレートの名前を入力します（例：「Prime_NF_CFG_CAT3K_4K」）。

ステップ 4 [デバイスタイプ（DeviceType）]リストから、[スイッチおよびハブ（Switches andHubs）]を選択します。

ステップ 5 [テンプレート詳細（Template Detail）] > [CLIコンテンツ（CLI Content）]テキストボックスに以下のコマ
ンドを入力し、各自のネットワークの必要に応じてそれらを変更します（これらのコマンドは一例にすぎ

ません）。

flow record PrimeNFRec

match ipv4 protocol

match ipv4 source address

match ipv4 destination address

match transport source-port

match transport destination-port

collect counter bytes long
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collect counter packets long

flow exporter PrimeNFExp

destination 172.18.54.93

transport udp 9991

option exporter-stats timeout 20

flow monitor PrimeNFMon

record PrimeNFRec

exporter PrimeNFExp

interface GigabitEthernet3/0/1

ip flow monitor PrimeNFMon input

ステップ 6 [新しいテンプレートとして保存（SaveasNewTemplate）]をクリックします。テンプレートを保存した後、
そのテンプレートをデバイスに展開します。「Prime Infrastructureを使用して設定テンプレートを作成する
方法」を参照してください。

ISRデバイスにおける NetFlowの設定

ISRデバイスに手動でNetFlowを設定してMACEトラフィックをエクスポートするには、次の
手順に従って、ユーザ定義の CLIテンプレートを作成します。

ステップ 1 [構成（Configuration）] > [テンプレート（Templates）] > [機能およびテクノロジー（Features &
Technologies）] > [CLIテンプレート（CLI Templates）] > [CLI]の順に選択します。

ステップ 2 情報アイコンの上にマウスカーソルを合わせ、[新規（New）]をクリックして新しい CLIテンプレートを
作成します。

ステップ 3 新しい CLIテンプレートの名前を入力します（例：「Prime_NF_CFG_MACE」）。

ステップ 4 [デバイスタイプ（Device Type）]リストから、[ルータ（Routers）]を選択します。
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ステップ 5 [テンプレート詳細（Template Detail）] > [CLIコンテンツ（CLI Content）]テキストボックスに以下のコマ
ンドを入力し、ネットワークの必要に応じてそれらを変更します（これらのコマンドは一例にすぎませ

ん）。

flow record type mace mace-record

collect application name

collect art all

!

flow exporter mace-export

destination <PI_SERVER_IP_ADDRESS>

source GigabitEthernet0/1

transport udp 9991

!

flow monitor type mace mace-monitor

record mace-record

exporter mace-export

cache timeout update 600

class-map match-all PrimeNFClass

match protocol ip

exit

policy-map type mace mace_global

class PrimeNFClass

flow monitor mace-monitor

exit

exit

ネットワークモニタリングのセットアップ

14

ネットワークモニタリングのセットアップ

ISRデバイスにおける NetFlowの設定



interface GigabitEthernet 0/1

mace enable

ステップ 6 [新しいテンプレートとして保存（SaveasNewTemplate）]をクリックします。テンプレートを保存した後、
デバイスに展開します。「Prime Infrastructureを使用して設定テンプレートを作成する方法」を参照してく
ださい。

NetFlowを使用したアプリケーションモニタリングの詳細については、次を参照してください。
https://www.cisco.com/c/dam/en/us/td/docs/solutions/CVD/Aug2014/
CVD-ApplicationMonitoringUsingNetFlowDesignGuide-AUG14.pdf

（注）
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